
2020年 1月川 越
農委スポット情報

◇農業委員会会長年頭のご挨拶………………２	 ◇川越市農業施策に関する意見書…………３
◇農政課からのお知らせ………………………４	 ◇農地を相続した場合の届出………………５
◇農地改良についてのお願い…………………５	 ◇農業者年金について………………………５

◇地域農業者紹介◇
　霞ケ関地区で野菜や果樹を栽培されている栗原英治さん、久枝さん夫妻です。栗原
さんはご家族とともに農業用ハウスでトマトの生産・直売をしています。また、８月中
旬から９月には大粒で甘みの強い品種のぶどうである巨峰の生産・直売をしています。
　なお、裏表紙にはインタビューの内容を掲載しています。

主な内容
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
農
業
委
員
会
活
動
へ
の
深
い
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
全
国
的
に
大
き
な
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
10
月
に
発
生
し
た
非
常
に

勢
力
の
強
い
台
風
19
号
は
本
市
に
も

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
い
う
緊

急
の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ほ

か
に
も
貿
易
自
由
化
に
伴
う
農
作
物

価
格
の
低
下
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
・
後
継
者
不
足
、
遊
休
農
地
の
増

大
等
、
農
業
が
抱
え
る
諸
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
国
が
推
進
す
る
ス
マ
ー
ト
農

業
等
、
新
し
い
時
代
の
農
業
環
境
に

つ
い
て
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
委
員
一
同
農
業
者
の
代

表
と
し
て
、
本
市
の
産
業
の
一
翼
を

担
う
農
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
御

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
令
和
元
年
10
月
25
日
に
、
い
る
ま

野
農
業
協
同
組
合
田
面
沢
支
店
３
階

会
議
室
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野

川
越
結
婚
相
談
所
相
談
員
15
名
と
農

業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
29
名
と
の
懇
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
地
域
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
各
種
団
体
の
皆
様

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
伺
い
、

本
市
農
業
施
策
に
反
映
さ
せ
る
と
と

も
に
、
参
加
者
と
本
市
農
業
の
現
況

を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○�

農
業
は
後
継
者
不
足
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
環
境
の
良
さ
や
収
穫
の
喜
び

な
ど
農
業
の
魅
力
的
な
部
分
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
方
が
よ
い
。

○�

時
代
の
せ
い
か
結
婚
す
る
と
い
う

決
断
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

相
談
員
と
し
て
も
苦
労
が
あ
る
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
各
種

団
体
の
方
々
と
の
懇
談
会
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

活発な意見交換がなされた懇談会風景

年
頭
の
御
挨
拶

川
越
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
石
川
　
秀
夫

Ｊ
Ａいる
ま
野
川
越
結
婚
相
談
所
相
談
員
と

懇
談
会
を
開
催
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　令和元年11月18日に川合善明市長に�
「令和2年度川越市における農地利用最適化の
推進に係る施策等に関する意見書」を提出し
ました。この意見書は、農業者の声を広く市
政に反映させるために各地域の皆様の代表で
ある農業委員及び農地利用最適化推進委員か
ら意見・要望を募り、令和元年10月25日開
催の第428回川越市農業委員会総会において
討議し、議決されたものです。
　主な要望事項は以下のとおりです。

新規就農等への支援について
　高齢化等により農業従事者の減少が加速する中で、新規就農者のみならず定年帰農者等の
新たな農業従事者を確保することは、喫緊の課題となっています。就農希望者に対する相談
窓口を設け、説明会等を開催するなどして積極的な周知をしていただくとともに、支援の拡
充をお願いしたい。
　また、外国人や障害者等、多様な人材の農業への従事について、国の意向の把握や情報収
集に努め、速やかな情報提供と施策への反映をお願いしたい。

農業イベントの充実について
　農業者と市民の交流を深め、地産地消を推進するため、「くらしをいろどるFarmer's Market」
のような農業イベントを積極的に開催し、広く周知していただきたい。また、農業への理解
を深めるためには実際に体験することが大切であるため、農業体験イベントを充実していた
だきたい。

災害対策について
　近年、豪雨等の自然災害による農業被害が各地で深刻な問題となっています。被害を未然
に防止し、また最小限にとどめるため、関係機関との連携を図り、迅速な防災情報の提供を
お願いしたい。

遊休農地の解消について
　農業者が遊休農地を借り受け、これを解消した場合における、借り手農業者の負担の軽減
を図るため、市独自の助成金等の支援制度を創設していただきたい。また、市民農園として
の活用について検討していただきたい。

優良農地の保全及び有効利用の
推進のための支援など22項目を要望

−令和2年度川越市における農地利用最適化の推進に係る施策等に関する意見書を提出−
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農政課からのお知らせ

問い合わせ先 農政課　経営支援担当　市役所本庁舎　5階　224－5939（直通）

　もみ殻など農業残さの焼却の煙によって「目やのどが痛くなった」「子供の喘息が悪化した」「洗
濯物に臭いがついてしまった」「燃えかすが家の近くまで飛んできた。火事になる危険があった」
などの苦情が多く寄せられています。もみ殻などの焼却を行う前に、田畑にすき込むなど、焼却以
外の方法をできるだけ検討してください。野焼きは法律で禁止されていますが、農業を営むために
やむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却は、例外とされています。どうしてもやむを得ず焼
却をする際には、以下の点に十分留意してください。
１�．子供が容易に近づける場所での焼却は非常に危険なので、絶対にやめてください。できるだけ
民家や道路から離れた場所で焼却してください。
２�．事前に近くにお住まいの方々へ声かけをしてください。
３�．近くに民家や道路があるときは、風向きを確認し、煙が民家に流れたり、道路の通行の妨げと
なったりしないよう注意してください。風向きが変わったり、強風となったりした時は、焼却を
中止してください。
４�．焼却が終了するまでは、必ず近くにいるようにしてください。
　なお、農業を営むためにやむを得ない廃棄物は「農業残さ」のみです。肥料の袋や家庭ゴミ、伐
採した庭の木の枝などを焼却することは、法律や県条例により禁止されています。処罰の対象とな
りますので、絶対にしないでください。

野焼きについてのお願い

　１～３月はアライグマの繁殖期です。アライグマは１度に１～６頭の子供を産み、春からは親
子の群れで農産物を食害するようになります。アライグマ捕獲従事者の方は、まだ田畑に農作物
がなくても、今のうちから積極的に箱わなを設置して、子どもが生まれる前に防除をしましょう。
　アライグマなどの有害鳥獣にお困りの際は、川越市鳥獣被害防止対策協議会事務局（農政課）
へご相談ください。
※�狩猟免許又は従事者証をお持ちでない方が、箱わなを設置することは法律で禁じられております。協議会
では年に数回、アライグマ捕獲従事者養成研修会を実施し、従事者証を交付しております。ぜひご活用く
ださい。

箱わなを設置してアライグマの捕獲にご協力ください

　台風や大雪、降ひょうなどの自然災害により、ハウスや倉庫、果樹棚、農作物などに大規模な
被害が発生した場合、支援の対象となる場合があります。農業施設や農作物が被災した際は、農
政課へご相談ください。

自然災害により施設や農作物が被災したとき

　使用済みの農業用マルチシートは事業系のごみとなります。家庭ごみの集積所に捨てることな
く、適切に処理していただきますようお願いします。

農業用マルチシートの処分方法についてのお願い
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農
業
者
年
金
は
「
国
民
年
金
だ

け
で
は
老
後
の
生
活
が
不
安
」
と

い
う
農
業
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た

公
的
年
金
で
す
。「
制
度
の
内
容
が

よ
く
分
か
ら
な
い
」、「
加
入
手
続

き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な

ど
、
農
業
者
年
金
の
疑
問
に
つ
い

て
専
門
の
相
談
員
が
わ
か
り
や
す

く
お
答
え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
令
和
２
年
２
月
13
日
（
木
）

午
前
1０
時
〜
午
後
３
時

【
会
場
】
福
原
公
民
館
会
議
室
３
号

【
主
催
】
埼
玉
県
農
業
会
議

川
越
市
農
業
委
員
会

【
申
し
込
み
】
予
約
制
で
す
。
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
２
４
―
６
１
３
４

　
農
地
の
権
利
を
相
続
等
で
取
得
し

た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨

を
届
出
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
地
の
権
利
を
取
得
さ
れ

た
場
合
は
、
農
地
法
第
三
条
の
三
の

規
定
に
よ
る
届
出
書
の
ご
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
届
出
書
は
、
農
業
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
に
、
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
困
っ
て
い
る
と
い
っ

た
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

荒
廃
し
た
農
地
は
、
病
害
虫
や
火
災

の
発
生
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

見
通
し
が
悪
く
な
る
こ
と
で
交
通
事

故
を
誘
発
し
た
り
、
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
の
温
床
と
な
る
な
ど
、
地
域
環
境

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
農
地
を
所
有
す
る
方
は

耕
作
を
さ
れ
な
い
場
合
も
、
定
期
的

な
耕
う
ん
や
除
草
な
ど
農
地
の
適
正

管
理
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
農
地
改
良
後
、
作
付
け
を
行
わ
ず
、

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
農

地
改
良
を
目
的
と
し
な
い
行
為
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
農
地
改
良
と
は
、
優
良
農
地
を
作

り
、
積
極
的
に
作
付
け
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
。
な
お
、
農
地
改
良
後
、

原
則
と
し
て
３
年
以
上
農
地
と
し
て

作
付
け
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
信
頼
の
お
け
る
業
者
に
依
頼
し
、

農
地
の
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は

「
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
」

が
必
要
で
す

○	保険料は全額社会保険
料控除の対象
○65歳から終身受給
　（繰り上げ受給も可能）

詳しくはお近くの農協、
または農業委員会事務局
におたずねください。

  

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
者
年
金

個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

農
地
改
良
に
つ
い
て
のお願

い

農
地
の
管
理
は
適
正
に
! !
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く
ら
し
を
い
ろ
ど
る

Farm
erʼs M

arket

が
開
催

　
令
和
元
年
12
月
８
日
、
ウ
ェ
ス

タ
川
越
に
て
、「
く
ら
し
を
い
ろ
ど

るFarm
er's M

arket

」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
川
越
産
農
産
物
や
そ
の

加
工
品
、
雑
貨
な
ど
川
越
の
魅
力

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

農委スポット
情報では「農
業に 関 す る

情報」を募集しています。
地域のイベント・取組
等がありましたら、農
業委員会事務局までご
連絡ください。

Ｑ
．�農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
？

Ａ
．�元
々
家
が
農
家
で
、
農
業
後

継
者
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

最
初
は
両
親
と
作
業
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
妻
と
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．�現
在
は
ど
う
い
っ
た
も
の
を

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．�主
に
ハ
ウ
ス
で
の
ト
マ
ト
栽

培
を
し
て
い
ま
す
。
10
月
に

苗
を
準
備
し
て
３
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
収
穫
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
８
月
中
旬
か
ら

９
月
末
に
か
け
て
巨
峰
の
直

売
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．�ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．�近
年
は
天
候
不
順
が
続
い
て

お
り
、
栽
培
時
期
の
調
整
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

ト
マ
ト
の
苗
を
９
月
に
準
備

し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は

10
月
で
も
高
温
の
日
が
続
く

事
も
あ
り
、
同
じ
時
期
に
用

意
し
た
の
で
は
暑
さ
で
苗
が

ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
大
雪
も
あ
り
、

日
照
や
雨
の
対
策
に
つ
い
て

は
色
々
と
工
夫
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

Ｑ
．�農
業
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．�自
然
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ

な
が
ら
作
業
が
で
き
る
の
が

良
い
で
す
。

Ｑ
．�今
後
や
り
た
い
こ
と
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．�ぶ
ど
う
の
栽
培
面
積
を
も
う

少
し
広
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
は
巨
峰
だ

け
で
な
く
違
う
種
類
の
ぶ
ど

う
に
つ
い
て
も
栽
培
し
て
み

た
い
で
す
。

小学生が見学に来ていました

トマト（大玉）の苗

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー


